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テーマ ミトンの使用について 

結論 

 

胃管挿入やチューブ類挿入中の患者様の抑制・ミトンの使用頻度などについて 

各施設でできる限り拘束を行わないように栄養の注入中のみミトンを使用した

り、注入のたびに胃管挿入するなどの処置をしている施設がある一方、胃管 

挿入のたびにレントゲンにて医師の確認をしてもらわなければならず常にミト

ンを使用している施設もあった。胃管の自己抜去だけに限らずあらゆる状況下に

おいてもリスクを承知で抑制しないほうがよいのか、それとも抑制はやはり必要

なのか？色々な意見があがった。 
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